






カバーストーリー 

日本の良心が'慰安婦'を抱いてくれたその日、日本で右翼は"慰安婦は捏造"デモ 

 

大邱(テグ)平和使節団島根県訪問記 

 

招待者など日本側の人物たち 

"韓日平和のきっかけになってほしい" 

 

◆23日、日本の右翼と良心に会う 

◆24日、竹島資料館訪問 

◆25日、小松理事長に向けられた悪質な書き込み 

 

＜写真キャプション＞ 

大邱(テグ)平和使節団の一員で日本を訪問した強制慰安婦被害者のイ・ヨンスさんが 24日、

小松昭夫人間自然科学研究所理事長に強制元慰安婦の作品集を渡した後、抱擁している。 

 

平和使節団パクヒョンサン、大邱(テグ)弁護士協会の独島特別委委員(右)が大邱(テグ)地

方弁護士呉会(会長ソクワンキ)を代表して小松理事長に感謝の手紙を伝えている。 

 

島根県小松電機産業の大会議室で開かれた強制慰安婦の証言を聞いていた金ビョンイク弁

護士(中央)が涙を拭いている。 

 

島根県、竹島(独島の日本式名)資料館を訪れた平和使節団が硬い表情で日本側資料を見て

いる。 

 

日本、鳥取県にある'風の丘'公園は江原道と鳥取県の姉妹提携を記念するために作られた

公園だ。韓国と日本の相互友好を誓っている交流記念碑に日本海・東海という文字が併記

されていたが、誰か'東海'という文字が毀損した痕跡が残っている。 

招待者など日本側の人物たち 

 

招待者など日本側の人物たち 

"韓日平和のきっかけになってほしい" 

 

右翼、付きまといながらデモ 

私服警察厳重な警護 



議会訪問は、結局中止 

 

'竹島(独島)資料館' 

日本の領土主張映像提供 

表情がこわばる 

 

使節団平和テーマの特別講演 

島根県議長などに 

感謝の手紙も伝達 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

平和使節団の訪日が実現された背景には'小松昭夫'という日本の企業家の勇気と決断があ

ったからこそ可能だった。彼は小松電機産業の代表であり、<財>人間自然科学研究所理事

長の資格で平和使節団を招待した。 

 

平和使節団は 23日，初日の招待者側と一緒に米子空港近くの文化観光地を視察した。翌日

午前には、竹島資料館を訪問し、午後には李ヨンス強制慰安婦被害者とチェ・ボンテ弁護

士が小松電機産業の大会議室でそれぞれの証言と特別講演を行った。その後、招待者側の

パネルと平和使節団間の韓日の懸案に対する討論と記者会見が行われた。 

 

日本私服警察が右翼団体の突発行動に備えて初日から帰国日まで私たちを警護してくれた。 

 

◇…仁川空港で鳥取県米子空港までは飛行機で 1 時間 10 分かかる。飛行機は午前 9 時 50

分に出発し 11時ごろ、目的地に到着した。米子空港は規模がわりと小さかったが、とても

きれいだった。平和使節団は簡単な入国手続きを終えて空港ロビーに入った。小松理事長

とジャーナリストの早川和宏さんらが一行を出迎えた。空港庁舎の外に私服警察に見える

警護員 5～6人が目立った。 

 

バスに乗って空港庁舎から出て行く時は日本の右翼団体の会員らが“竹島(独島の日本式

名)を不法占拠している韓国と国交を断絶”という垂れ幕を持ち上げ、奇襲デモを行った。

垂れ幕には小さな字で'韓国はうそつき、泥棒、歴史の捏造国家'と記されていた一行はデ

モ隊を無視した。バスの中で両側間の挨拶が交わされた。 

 

小松理事長は"20年間平和関連の行事をしたが、今回のシンポジウムが韓日間の平和はもち

ろん人類平和の新しい始まりを知らせるきっかけになったらいいと挨拶をした。続いて"世



の中に、役に立たない人はないと思う。空港で日本の右翼がデモするのを見たがそんな人

たちとも一緒に行かなければならないと見ている"と述べた。言論人早川さんは"3・11日本

津波の時、韓国の知人たちが手紙で慰めてくれてありがたかった。どんな理由でも戦争は

阻止しなければならない"と言った。 

 

稲田幸子人間自然科学研究所監査は"イ・ヨンスさんにお会いできてうれしい。疲れた様子

もなく、若い姿でいい"と述べた。訪問日平和使節団団長は"島根県庁と県議の訪問が中止

されたが、小松理事長が招待して頂いたことに感謝する"と挨拶をした。チェ・ボンテ弁護

士は"94年から数え切れないほど日本にきましたが、今日のようにプラカードに歓迎を受け

たのは初めてだ。晩餐会の時にこれらを招待して率直に対話をしたい"と述べた。 

 

使節団は、鳥取県と江原道との姉妹提携を記念して造成した「カゼノオカ」すなわち、'風

の丘'公園に向かった。この公園は昔から東海で遭難し漂流する韓国漁民が鳥取県近海で日

本人の救助で命を救われ帰国することになった歴史的事実を記念して作った場所だ。公園

の中には韓国式に建てられたウホデと石塔、鐘楼、石風車などがある。たまに雨が降る中、

交流記念資料館と友好公園を見てまわった。公園には無窮花(ムクゲ)とサルスベリが満開

していた。友好交流記念碑に日本海・東海文字が併記されていたが、誰かが'東海'の漢字

を毀損した跡が鮮明に残っていて苦い気がした。 

 

海岸風景が、盈徳(ヨンドク)~蔚珍(ウルジン)間、東海と変わらない気がして親しく感じた。

一行は赤碕港付近の国道 9 号線沿いの食堂で昼食をした。この席では小松理事長が対話を

主導した。 

 

彼の話をを聞いてみよう。 

 

"農業機械事業のためにソウルでタクシーに乗っていたが、日本人ということを理由に乗車

拒否を受けました。当時はとても不愉快だったが、それをきっかけに歴史の勉強をするよ

うになりました。明成皇后の殺害と創氏改名など日本人が犯した歴史の過ちに対して謝罪

したかったです。会社の同僚と一緒に南京大虐殺記念館とハルピン 731 部隊の遺跡地、ハ

ワイ真珠湾、韓国独立記念館、ソウル西大門刑務所などを訪れて献花し、献金をしました。

最初はビジネスレベルでそうしているのではないかと思われてたけど,漸く私の本心を知

ってくれる人たちが増えています。普通の日本人は私を'珍しい人''ミステリアスな人'と

みましょう。でも私は「易地思之」の立場で人と物を見ようとしています。平和活動は誰

かが必ずしなければならない事じゃないですか。 

 

小松理事長はまた、"その結果、中国の四書から抜粋した内容を簡単にまとめ、韓・中・日



の 3 ヶ国語（英語を加えて四か国語）で編纂し、人間自然科学研究所を設立し、平和思想

を伝播している"と述べた。 

 

平和使節団は昼食を終えた後、鳥取に位置する日本最大の中国庭園である燕趙園を訪れた。

この公園は、鳥取県と中国河北省との姉妹提携をきっかけに造成した。北京頤和園の 10分

の 1規模で、非常にこじんまりとしていた。大邱にもモミョンジェと鹿洞書院など韓・日・

中の平和と友好を象徴する施設があるが、これを観光資源としてきちんと活用していない

と思った。使節団は、展示館庭にある孔子と孟子、孫子(像)などを鑑賞した。この人物像

は小松理事長が 燕趙園公園に寄贈したものだ。儒学を通じて平和思想を伝播するという意

志を示したシンボルであるわけだ。 

 

この席で小松理事長の知人の高多彬臣元島根（鳥取）県立図書館長のあいさつの言葉があ

った。彼は自分を'日本平和憲法改正反対中部地域会員'と紹介した。彼は"特に安重根義士

の遺墨が展示された内容を見て驚いた。特に'一日でも本を読まなければ口の中にとげが生

える'という文章を見て大きな感銘を受けた"とした。また"安重根義士は思想的に東洋平和

の先駆者だった"と評価した。 

 

当日の晩餐会で日本の良心的な知識人と本格的に対話を交わす機会を持った。この席では

日本の右傾化やアベノミクスに対する批判が続いた。 

 

保母武彦元島根県立法文学部副学長（島根大学副学長）は"（国民は）自民党の長期政権を

嫌い、民主党を選択したが、国民の期待に及ばなかった。それで国民は、安倍を選択した。

しかし、安倍が成功するはずだと信じる人は今、誰もいない。国債問題に集中し続けると、

平和憲法改正は難しいだろう。秋になるとアベノミックスのバブルが消える結果を迎える

ことになるだろう"と主張した。 

 

彼は、引き続き、"個人の信念が重要である。正しいことはいつも少数から始まる。日本国

民が小松理事長のような人を認める社会になればすなわち、日本が変わったということに

なる。慰安婦の青春を戻すことは出来ませんが必ず賠償してもらわなければならない"と強

調した。 

 

湯梨浜学園理事長は"東京大学在学時代、帝国主義反対デモの経歴がある。しかし、大学卒

業後 40年間お金を儲けるのに懸命で社会への関心が少なかった。ところが 5年前、儒学を

一緒に勉強しながら小松理事長と知り合いになった。彼に会ってから大学時代の'私'にま

た逆戻りしたようだ.すべての事を自ら解決することができてこそ、君子とすることができ

る。また、歴史から真実を学ばなければならない。平和憲法を改正すれば、今の子供たち



が戦争に行かなければならない状況が来るかもしれない。始業式で子供達の前で韓国の平

和使節団に会った話をする"とした。 

 

◇…鳥取県米子市から島根県庁がある松江市までは車で約 40分かかる。島根県は慶尚北道

と 15 年間交流をしてきたのに 2005 年'竹島の日'を制定し、慶尚北道から断交を喫した。

小松理事長が代表を務める小松電機産業も島根県松江市に位置している。島根県にある出

雲市は日本で最も大きな神社がある地域である。島根県の旧名が出雲でもある。先頃 6日、

日本最初の軽量級航空母艦出雲号も出雲の名前を取ったものだ。そんななか、先週 6 月 26

日、島根県議会が、日本政府が強制慰安婦に対して賠償する責任があるという決議案を採

択したのは驚くべきニュースだった（賠償責任ではなく、軍関与を認める河野談話にのっ

とった解決を求めた）。小松理事長のような人たちが島根県の勇気ある行動を引き出すこと

に貢献した。 

 

同日午前、平和使節団の第一の探訪地は竹島(独島の日本式名)資料館だった。使節団は、

雨が降る中、警察の厳重な警護を受け、資料館に向かった。日本の右翼団体の会員に見え

る人たちが 3～4 人の資料館の前に見えたが、幸い、衝突が起こることはなかった。当初、

彼らは午前 10時になっていた平和使節団の資料館訪問の時刻に合わせて資料館前でデモを

行う予定だったが、使節団が午前 9時に到着してから時間がずれた。 

 

平和使節団が島根県第３庁舎（第３庁舎前）にある竹島資料館に入ると、担当公務員が案

内した。'独島は日本の領土'ということを主張する映像を見ていた平和使節団の顔色がこ

わばった。イ・ヨンスさんの唇がぶるぶる震えた。約 30分間資料館を見た平和使節団は一

様に"鬱陵島にある独島博物館に比べて規模と内容が貧弱、大雑把な気がする"と反応を示

した。 

 

平和使節団が早く席を立ったため、日本の右翼団体は場所を移して島根県民会館前で集会

をした。（最初から県庁前の予定） 

「幸福実現党」という右翼団体の会員 20人余りが'慰安婦は捏造だ''帰って来い竹島(独島

の日本名称)'などが書かれたピケット（プラカード）を持ったままデモを行った。動員さ

れたような 10人余りの市民がカメラで集会の現場を撮っていた。 

 

午後 2 時から小松電機の会社 1 階の大会議室で 170 人の聴衆が集まった中、平和をテーマ

にした韓国平和使節団の特別講演会が開かれた。講演に先立って、聴衆は日本植民地時代

の朝鮮の独立闘士のために無料弁論をして弁護士資格を剥奪された布施辰治弁護士の映像

を視聴した。彼は日本人初で韓国政府から建国勲章を受けており、自由法曹団を組織し、

日本国民の人権と民主主義の発展に献身した人物だ。 



 

同時刻に平和使節団パクヒョンサン、大邱(テグ)弁護士協会の独島特別委委員がこの会社 2

階の接見室で、大邱(テグ)地方弁護士会(会長ソクワンキ)を代表して小松理事長にソク会

長の感謝の手紙を伝えた。強制慰安婦賠償を議決した（慰安婦に関する意見書を可決した）

島根県議長に伝える手紙も一緒に渡した。 

 

訪問日平和使節団団長は書道家ノサンドン画伯が書いた'審勢得人'作品を、イ・ヨンスさ

んは強制慰安婦たちの作品集の'お婆さん愛におちいる'をそれぞれ小松理事長に贈り物と

して伝えした。 

 

◇…平和使節団は同日午前、島根県足立美術館の庭園を観覧した後、米子空港に向かった。

帰国する際、小松電機産業のホームページに小松理事長を非難する数十個の書き込みが掲

載されたという話を聞いた（実際にはメールが来た）。その中には'いまだに‘貧困国水準

で外国に売春婦を排出する韓国が世界 10位の経済大国なのか''日本軍が強制的に慰安婦を

連行したわけではなく、女たちが自発的にしたのではないか、慰安婦が軍人の何倍の給料

を受けた''韓国人の捏造に乗せられるな'などの真実を捏造する内容が大半だった。 
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